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阪南市留守家庭児童会指定管理者候補者の選定について 

 

 

生涯学習部　生涯学習推進室 

 

 

阪南市留守家庭児童会指定管理者候補者の選定について、４回の選定委員

会等を開催し、慎重に調査・審議した結果、下記のとおり指定管理者候補者

を選定した。 
 

１．指定期間 

　　令和７年４月１日～令和１２年３月３１日 

 

２．選定経過 

令和６年３月１３日　第１回選定委員会開催（指定管理者の選定基準について） 

４月１８日　　　　　第２回選定委員会開催（募集要項等について） 

５月１日～　　　　　募集要項等の公表 

５月１５日　　　　　応募説明会 

６月３日～１３日　　応募受付期間 

７月２日　  　　　　第３回選定委員会開催（申請者による提案説明・質疑応答） 

    ７月２日　　　　　　第４回選定委員会開催（指定管理者候補者の選定） 

 

３．申請団体 

申請者①　一般社団法人たっくたっく　　 

申請者②　シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　以上　２団体 

 

４．選定方法及び選定結果 

（１）選定方法 

第１回及び第２回選定委員会にて、指定管理者候補者を選定するた

めの選定基準、審査項目及び採点方法等を審議した。配点については、

委員１名あたり満点を３００点とし、選定委員（全８名）の配点合計の

うち、最高点と最低点を除いた６名分の評価点の合計を、当該申請者の

総合点とすることとした（満点:３００点×６名＝１，８００点）。 

また、総合点が満点の６０％（１，０８０点）に満たない場合、指

定管理者の候補者に選定しないこととした。 
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（２）選定した指定管理者候補者 

　　名称　　シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社 

（本店） 

　　　　所在地　　東京都調布市調布ヶ丘三丁目６番地３ 

　　　　代表者　　代表取締役社長　山田　智治　 
　　　　　　 

（近畿支店） 
　　　　所在地　　大阪市西区南堀江１-１２-１９　四ツ橋スタービル９階 
　　　　　　　　　近畿支店支店長　野嵜　貴之　 

 

（３）選定内容 

第３回及び第４回選定委員会にて、各委員が選定基準に基づき採点を

行い、総合点（１,１６１.３点）が満点の６４．５％となり、６０％を

上回っていたため、シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社を指

定管理者候補者として選定した。 

 

 

（４）総合点 

　　　　　　　　　 

　 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
順位 団体名 総合点

 
第１位 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社 １,１６１.３点　

 
－ 一般社団法人たっくたっく －
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別　表 

【総合点】 

※選定委員（全８名）の配点合計のうち、最高点と最低点を除いた６名分

の評価点の合計を、当該応募者の総合点とする（満点:３００点×６名＝

１，８００点）。 

 

【参考】 

指定管理者候補者の選定基準及び配点等（６名） 

 順位 団体名 総合点
 

第１位 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社 １，１６１.３点

 

選定基準 評価項目 配点

第 1 位 
シダックス 

大新東ヒュー

マンサービス

株式会社

 ①市民の平等な利

用が確保される

こと

①公の施設の公共性・公平性に対する考え方 
②施設間のサービス内容の平準化に対する考え方 
③個人情報の保護に対する対応方針と社会的弱者への配慮、 
緊急時の対応

15 点×6 名 

＝90 点
59 点

 ②管理を安定して

行う物的能力及

び人的能力を有

すること

①団体の組織の状況 
②団体の事業実績（過去の事業実績を含む） 
③施設の管理運営に必要な資産（財政力） 
④職員の人員配置（勤務体制・配置体制・人数） 
⑤人材確保の方策及びその確実性 
⑥人員不足が生じた場合のバックアップ体制 
⑦研修計画・指導体制・支援体制

80 点×6 名 

＝480 点
311.5 点

 ③管理経費の縮減

が図られること

①指定管理料見積金額による評価。 
【計算式】 

３０点×申請者の中の最低提案額÷当該事業者の提案額 
＝得点（１点未満切り捨て） 

②運営収支計画・経費縮減の考え方及び具体の方策

40 点×6 名 

＝240 点
202 点

 ④施設の効用を最

大限発揮し、児童

の自主性・社会性

等の一層の向上

が図られること

①留守家庭児童会の運営に対する基本的な考え方 
②生活習慣や社会性を習得するための具体的な実施策 
③児童の発達段階に応じた育成支援に対する考え方及び支援 
内容 

④特別な配慮を必要とする児童（障がい・虐待・いじめ・ 
アレルギー・日本語能力・その他）への配慮に対する考え方

80 点×6 名

＝480 点
287.8 点

 ⑤効率的・効果的

な事業運営が図

られること

①ＩＣＴ活用やデジタル化による児童・保護者の利便性向上 
②ＩＣＴ活用やデジタル化による支援員等の業務効率化

20 点×6 名 

＝120 点
68 点

 ⑥衛生管理及び安

全対策が講じら

れていること

・感染症予防・事故やケガの防止の対応・防犯対策 
・防災対策・安全計画の策定・業務継続計画の策定

30 点×6 名 

＝180 点
114 点

 ⑦関係機関等と連

携すること
①保護者との連携 
②学校との連携 
③地域との連携

25 点×6 名 

＝150 点
87 点

 ⑧その他特に加点

すべき提案等
特に加点して評価すべき提案

10 点×6 名

＝60 点
32 点

 
合　　　　計

1,800 点 

（得点率）

 
1,161.3 点 
(64.51％） 


